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表紙写真　亀島のウバメガシ群落（周防大島町東安下庄）

ウバメガシ（Quercus phillyreoides A.Gray）は、ブナ科の常緑樹で備長炭
の原料として有名。暖地の海外沿いの山地などでよく見られるが、ここ周防
大島の亀島においては県内では非常に珍しい群落となっており、山口県の
「自然」記念物に指定されている。この自然記念物は天然記念物と混同され
がちだが、別物で、県内では植物のみ33か所が指定されている。（動物や地質
鉱物に関する指定はない：2025年2月末現在）。
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